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図 3-2- 18 海ワシ類の衝突連続画像(10～12) 

(平成 26 年 1月 29 日、羽幌側カメラによる拡大画像) 
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3.3 海ワシ類の医学的剖検結果 

 傷病、死骸等で発見された海ワシ類は、環境省釧路湿原野生生物保護センター（Kushiro

-shitsugen Wildlife Center ：http://www.env.go.jp/nature/yasei/guide/yaseiseibuts

u.html）に搬送される。発見事例別に調査票が作成され（これを処理簿と呼ぶ）、その後、

死亡した個体および死骸で持ち込まれた個体は、獣医師によって解剖検査が行われ（これ

を剖検と呼ぶ）、解剖所見が作成される。 

今年度は猛禽類医学研究所により 4個体の剖検が行われたので、以下にそれを掲載する。 

 

（個人情報保護の観点から一部をマスキングしています） 

 

 

 





膚の発赤が認められた。また左第 2 指、右第 1 指および第 4 指の爪は外殻が剥離

していた。

翼 －左側上腕は背側部遠位にて皮膚の裂開を認め、上腕骨が露出する。左側橈尺骨は

近位から半分の位置および遠位部において皮膚の裂開を認め、骨が露出する。左

側手根部において皮膚が裂開し、多数の蛆が付着する。

右側上腕骨は基部にて縦骨折を認める。さらに上腕骨中央部にて骨折、離断を認

め、上腕骨は近位側約 10 ㎝を残し以遠は骨が消失するが、皮膚で体部とつながっ

ている。残存する上腕骨は食害により全域が露出している。右側橈尺骨は内側に

おいて近位より 2/3 が裂開、骨が露出し、外側においても近位から 1/3 が裂開、骨

が露出する。右側手根部は、内側に皮膚が裂開し中央にて骨折、離断を認める。

２）考察

被検体は乾燥が著しく(ミイラ化)、昆虫や鳥類などによる食害により筋肉や内臓が損失して

いるため、死因の特定は困難である。死亡時期も推定は困難であるが、全体的な乾燥が著

しいことから、死後かなり時間が経過していると推察される。脚部の皮膚が水腫様に変性

した後に乾燥した形跡があることから、雪に埋もれていた可能性も考えられる。

右上腕骨の基部おいて認めた縦方向の骨折は通常は発生しにくく、かなり強力な外力によ

って形成されたものである。この骨折は、自ら面的な構造物に衝突したり、落下して地上

に激突したりした際に生じる骨折よりもはるかに重度のものである。また他にも右上腕骨

中央部の骨折・離断、右手根部中央における骨折・離断といった複数個所にわたって重度

の損傷を認めることと、収容現場の状況を合わせて鑑みて、被検体は飛翔中に右翼が風車

のブレードと衝突したと考える。

３）診断

被検体は、風力発電用風車の回転するブレードと接触し、死に至った可能性が高いと診断

する。
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